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はじめに

Sun Cluster Data Service for Sybase ASEガイド (Solaris OS版)では、Sun™ Cluster HA
for Sybase ASEのインストールと構成の方法について解説します。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティング環
境に関する知識と、Sun Clusterと共に使用するボリューム管理ソフトウェアに関する
専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に固有のコマ
ンドについて説明します。このマニュアルでは、UNIX®の基本的なコマンドや手順
(システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)については扱いません。
UNIXの基本的なコマンドや手順については、次の情報源を利用してください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
Sun Clusterの関連トピックについては、次の表に記載したマニュアルを参照してくだ
さい。すべての Sun Clusterマニュアルは、http://docs.sun.comから入手でき
ます。

トピック 関連文書

データサービス管理 『 Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.x Hardware Administration Manual for Solaris OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービス開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ: 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドおよび機能の
リファレンス

『 Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Cluster のマニュアルの完全なリストについては、 http://docs.sun.com か
ら、お使いの Sun Clusterのリリースのリリースノートを参照してください。
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Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

ヘルプ
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのリリース番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

サービスプロバイダのために、次のコマンドを使用して、システム上の各ノードに関
する情報を収集してください。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示します

showrev –p インストールされているパッチを報告します

SPARC: prtdiag
-v

システム診断情報を表示します

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for Sybase ASEのイン
ストールと構成

この章では、Sun Clusterノード上で Sun Cluster HA for Sybase ASEの構成と管理を
行う手順について説明します。

この章では、次の手順について説明します。

� 11ページの「ノードを準備する」
� 13ページの「Sybase ASEソフトウェアをインストールする」
� 15ページの「Sybase ASEのインストールを確認する」
� 16ページの「Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerによる Sybase ASEデー
タベースアクセスの構成」

� 17ページの「VERITAS Volume Managerによる Sybase ASEデータベースアクセ
スの構成」

� 17ページの「Sybase ASEデータベース環境を作成する」
� 20ページの「Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA for Sybase ASE
パッケージをインストールする」

� 21ページの「scinstallユーティリティを使用して Sun Cluster HA for Sybase
ASEパッケージをインストールする」

� 23ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と構成の方法」
� 26ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEのインストールを確認する」

Sun Cluster HA for Sybase ASEは、フェイルオーバーデータサービスとして構成する
必要があります。データサービス、リソースグループ、リソース、およびその他の関
連トピックに関する一般情報については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版 )』マ
ニュアルおよび『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun
Clusterデータサービスの計画」を参照してください。
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Sun Cluster HA for Sybase ASEのインス
トールと構成
次の表に、必要なインストール作業や構成作業とその説明のある節を示します。

表 1 Task Map: Sun Cluster HA for Sybase ASEのインストールと構成

作業 参照先

Sun Cluster HA for Sybase ASEのイ
ンストール準備

10ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEのインス
トール準備」

Sybase ASE 12.0ソフトウェアのイン
ストール

11ページの「Sybase ASE 12.0ソフトウェアのインス
トール」

Sybaseデータベース環境の作成 16ページの「Sybase ASEデータベース環境の作成」

Sun Cluster HA for Sybase ASE
パッケージのインストール

20ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEパッケー
ジのインストール」

Sun Cluster HA for Sybase ASEリ
ソースタイプの登録とリソースグ
ループおよびリソースの構成

22ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と
構成」

Sun Cluster HA for Sybase ASEのイ
ンストールの確認

26ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEのインス
トールの確認」

Sun Cluster HA for Sybase ASEロギ
ングおよびセキュリティ問題の理解

27ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEのロギン
グおよびセキュリティ問題の理解」

Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張
プロパティの構成

28ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プロ
パティの構成」

障害モニターの情報の表示 32ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASE障害モニ
ター」

Sun Cluster HA for Sybase ASEのインス
トール準備
Sun Cluster HA for Sybase Adaptive Server 12.0のインストールに先立って、次の
ファイルのインストール先を選択する必要があります。
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� Sybase ASEアプリケーションファイル –関連するファイルには、Sybase ASEバ
イナリやライブラリがあります。これらのファイルは、ローカルファイルシステ
ムにインストールすることも、クラスタファイルシステムにインストールすること
もできます。

クラスタファイルシステムではなく、ローカルファイルシステム上に Sybase ASE
のバイナリを置いておくメリットとデメリットについては、『 Sun Clusterデータ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Clusterデータサービスの構成のガ
イドライン」を参照してください。

� Sybase ASE構成ファイル –関連するファイルには、interfacesファイルや
configファイル、環境ファイルがあります。これらのファイルはローカル
ファイルシステム (リンクつき)、高可用性のローカルファイルシステム、またはク
ラスタファイルシステムのいずれにでもインストールできます。

� データベースデータファイル –関連するファイルには、Sybaseデバイスファイル
があります。これらのファイルは Rawデバイスまたは正規ファイルとして、高可
用性のローカルファイルシステムまたはクラスタファイルシステムにインストール
する必要があります。

Sybase ASE 12.0ソフトウェアのインス
トール
この節で説明する手順を使用して、以下の操作を行います。

� ノードの準備
� Sybase ASEソフトウェアをインストールします。
� Sybase ASEインストールの確認

注 – Sun Cluster HA for Sybase ASEを構成する前に、『Sun Clusterソフトウェアのイ
ンストール (Solaris OS版)』の解説に従い、Sun Clusterソフトウェアを各ノードにイ
ンストールします。

� ノードを準備する
この手順では、Sybase ASEソフトウェアのインストールに先立ってノードをどのよう
に準備する必要があるかを説明します。
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注意 –この作業のすべての手順をすべてのノードで実行してください。すべてのノー
ドでこれらの手順が実行されないと、Sybase ASEインストールが完全に行われず、
Sun Cluster HA for Sybase ASEは起動に失敗します。

注 –この手順を始める前に、Sybase ASEのマニュアルを参照してください。

1. すべてのノードでスーパーユーザーになります。

2. /etc/nsswitch.confファイルを次のように構成します。これによって、ス
イッチオーバーやフェイルオーバーが起こったときに Sun Cluster HA for Sybase
ASEの起動と停止が正しく行われます。

Sun Cluster HA for Sybase ASEが動作する論理ホストをマスターできる各ノード
で、次の groupエントリのどれかを /etc/nsswitch.confファイルに指定しま
す。

group:
group: files [NOTFOUND=return] nis

group: file [NOTFOUND=return] nisplus

Sun Cluster HA for Sybase ASEは、su userコマンドを使用してデータベースの起
動と停止を行います。

クラスタノードのパブリックネットワークに障害が発生すると、ネットワーク情報
ネームサービスが使用不能になることがあります。 groupに上のどれかのエント
リが追加されていると、su(1M)コマンドは、NIS/NIS+ネームサービスが使用不
能であれば、そのネットワーク情報ネームサービスを参照しません。

3. Sun Cluster HA for Sybase ASEのクラスタファイルシステムを構成します。

データベースを rawデバイスに格納する場合は、広域デバイスを rawデバイスア
クセス用に構成します。広域デバイスの構成方法については、『 Sun Clusterソフ
トウェアのインストール (Solaris OS版)』を参照してください。

Solstice DiskSuite™/Solaris Volume Managerソフトウェアを使用する場合は、ミ
ラー化メタデバイスまたは rawミラー化メタデバイス上で UNIXファイルシステ
ム (UFS)ロギングを使用するように、Sybase ASEソフトウェアを構成します。
rawミラー化メタデバイスの構成方法については、Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Managerのマニュアルを参照してください。

4. ローカルディスクか多重ホストディスクに SYBASE_HOMEディレクトリを作成し
ます。
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注 – Sybase ASEバイナリをローカルディスクにインストールする場合は、できる
だけ別のディスクを使用してください。 Sybase ASEバイナリを別のディスクにイ
ンストールすると、オペレーティング環境の再インストール時にバイナリが上書き
されるのを防止できます。

5. 各ノードの /etc/groupファイルにデータベース管理者 (DBA)グループのエント
リを作成し、予定するユーザーをこのグループに追加します。

rootと sybaseユーザーが dbaグループのメンバーになっているか確認し、必要に
応じてほかの DBAユーザーのエントリを追加します。このグループ IDは、Sun
Cluster HA for Sybase ASEが動作するすべてのノードで一致させる必要がありま
す。次にその例を示します。

dba:*:520:root,sybase

グループエントリをネットワークネームサービスに作成することができます。そ
の場合には、ネットワークネームサービスに依存するのを避けるために、これらの
エントリをローカルの /etc/groupファイルにも追加します。

6. 各ノードで、Sybaseシステム管理者のエントリを作成します。

次のコマンドでは、/etc/passwdと /etc/shadowファイルを Sybaseシステム
管理者のエントリで更新します。

# useradd -u 120 -g dba -d /Sybase-home sybase

sybaseユーザーエントリは、Sun Cluster HA for Sybase ASEを実行するすべての
ノードで一致させる必要があります。

� Sybase ASEソフトウェアをインストールする
Sybase ASEソフトウェアをインストールする手順は次のとおりです。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Sybase ASEインストールの要件に注意します。

Sybase ASEバイナリは、次のどちらにインストールすることもできます。

� クラスタノードのローカルディスク

� 高可用性のローカルファイルシステム

� クラスタファイルシステム

注 – Sybase ASEソフトウェアをクラスタファイルシステムにインストールする
場合には、まず、Sun Clusterソフトウェアを起動し、ディスクデバイスグルー
プの所有者になる必要があります。

Sun Cluster HA for Sybase ASEのインストールと構成 13



どこにインストールするかについては、10ページの「Sun Cluster HA for Sybase
ASEのインストール準備」を参照してください。

3. ネットワークとアプリケーションのリソースを格納するためのフェイルオーバーリ
ソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。どのような名前でも
かまいませんが、クラスタ内のリソースグループごとに一意
である必要があります。

-h nodelist 潜在マスターを識別する物理ノード名または IDをコンマで区
切ったリストで指定します (省略可能)。この順序で、
Resource Group Manager (RGM)は、フェイルオーバー時の
主ノードを決定します。

注 –ノードリストの順番を指定するには、-hオプションを使用します。クラスタ
のすべてのノードがマスターになり得るのであれば、-hオプションを指定する必
要はありません。

4. Sun Cluster HA for Sybase ASEで使用するすべてのネットワークリソースが
/etc/inet/hostsファイルまたはネームサービス (NIS、NIS+)データベースに
追加されていることを確認します。

5. ネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)をフェイルオーバーリ
ソースグループに追加します。

# scrgadm -a -L -g resource-group -l logical-hostname [-n netiflist]

-l logical-hostname ネットワークリソースを指定します。ネットワークリソー
スは、クライアントが Sun Cluster HA for Sybase ASEにア
クセスするときに使用する論理ホスト名または共有アドレス
(IPアドレス)です。

-n netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマ
で区切って指定します (省略可能)。 netiflistの各要素は、
netif@nodeの形式で指定する必要があります。 netifは
IPネットワークマルチパスグループ名 (sc_ipmp0など)と
して指定できます。ノードは、sc_ipmp0@1、
sc_ipmp@phys-schost-1などのノード名またはノード
IDで特定できます。

注 – Sun Clusterでは、現在、netifにアダプタ名を使用す
ることはできません。
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6. scswitch(1M)コマンドを実行し、以下の作業を完了します。

� リソースと障害の監視を有効にします。
� リソースグループを管理状態にします。
� リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

7. 作成したばかりのリソースグループをマスターするノード上で、sybaseとしてログ
インします。

Sybaseバイナリのインストールは、対応する論理ホストが動作しているノードで
実行する必要があります。

8. Sybase ASEソフトウェアをインストールします。

Sybase ASEソフトウェアをどこにインストールする場合でも、Sybase ASEの標準
的なインストール手順を使用する場合と同じように、各ノードの /etc/system
ファイルを変更する必要があります。 Sybase ASEソフトウェアのインストール手
順については、Sybaseのインストールと構成のマニュアルを参照してください。

注 –どの Sybaseサーバーでも、ホスト名の指定を求められた時にはネットワーク
リソースに関連付けられたホスト名を入力してください。

次に進む手順
Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerを使用する場合は、Sybase ASEソフト
ウェアをインストールした後に 16ページの「Solstice DiskSuite/Solaris Volume
Managerによる Sybase ASEデータベースアクセスの構成」に進みます。 VERITAS
Volume Manager (VxVM)を使用する場合は、17ページの「VERITAS Volume
Managerによる Sybase ASEデータベースアクセスの構成」に進みます。

� Sybase ASEのインストールを確認する
Sybase ASEソフトウェアのインストールを確認する手順は次のとおりです。

1. sybaseユーザーと dbaグループが $SYBASE_HOMEディレクトリと $SYBASE_HOME
の子ディレクトリを所有していることを確認します。

2. scstat(1M)コマンドを実行し、Sun Clusterソフトウェアが正しく機能している
ことを確認します。
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Sybase ASEデータベース環境の作成
この節の手順では、次の作業を行います。

� Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerまたは VxVMによる Sybase ASEデー
タベースアクセスを構成します。

� Sybase ASEデータベース環境を作成します。

� Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerによる
Sybase ASEデータベースアクセスの構成
Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerを使用する場合は、以下の手順を実行
し、Sybase ASEデータベースを Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerで構成し
ます。

1. Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerソフトウェアが使用するディスクデ
バイスを構成します。

Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerの構成方法については、『 Sun Cluster
ソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』を参照してください。

2. データベースを rawデバイスに格納する場合は、次のコマンドを実行して各 raw
ミラー化メタデバイスの所有者、グループ、モードを変更します。

rawデバイスを使用しない場合は、次の各手順を実行しないでください。

a. rawデバイスを作成する場合は、Sybase ASEリソースグループをマスターで
きる「各ノードで」デバイスごとに次のコマンドを実行します。

# chown sybase /dev/md/metaset/rdsk/dn
# chgrp dba /dev/md/metaset/rdsk/dn
# chmod 600 /dev/md/metaset/rdsk/dn

metaset ディスクセットの名前を指定します。

/rdsk/dn metasetディスクセット内の rawディスクデバイスの名前を指定
します。

b. 変更が有効になっているか確認します。

# ls -lL /dev/md/metaset/rdsk/dn
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� VERITAS Volume Managerによる Sybase ASE
データベースアクセスの構成
VxVMソフトウェアを使用する場合は、次の手順に従って、VxVMソフトウェアによ
る Sybase ASEデータベースアクセスを構成します。

1. VxVMソフトウェアが使用するディスクデバイスを構成します。

VERITAS Volume Managerの構成方法については、『 Sun Clusterソフトウェアの
インストール (Solaris OS版)』を参照してください。

2. データベースを rawデバイスに格納する場合は、現在のディスク-グループ主ノー
ドで次のコマンドを実行して各デバイスの所有者、グループ、モードを変更しま
す。

rawデバイスを使用しない場合は、次の各手順を実行しないでください。

a. rawデバイスを作成する場合は、rawデバイスごとに次のコマンドを実行しま
す。

# vxedit -g diskgroup set user=sybase group=dba mode=0600 volume

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。どのような名前
でもかまいませんが、クラスタ内のリソースグループご
とに一意である必要があります。

-h nodelist 潜在マスターを識別する物理ノード名または IDをコンマ
で区切ったリストで指定します (省略可能)。フェイル
オーバー時、ノードはこのリスト内の順番に従ってプラ
イマリとして判別されます。

b. 変更が有効になっているか確認します。

# ls -lL /dev/vx/rdsk/diskgroup/volume

c. ディスクデバイスグループをクラスタに再登録して、クラスタ内での VxVM
名前空間の整合性を確保します。

# scconf -c -D name=diskgroup

� Sybase ASEデータベース環境を作成する
この手順を行う前に、必ず次の作業を行ってください。

� 可用性の高い IPアドレスと名前 (つまり、インストール時に動作するネットワー
クリソース)を確立します。
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� 可用性の高いローカルファイルシステムまたはクラスタファイルシステムにあるす
べての Sybase ASEデバイス (マスターデバイスやシステムデバイスを含む)のデバ
イスパスを明らかにします。これらのデバイスパスを次のいずれかのファイルタ
イプとして構成します。

� 通常のファイル

� rawデバイス

� Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerソフトウェアまたは VxVMソフト
ウェアが管理するファイル

� クラスタファイルシステムまたはローカルファイルシステムにある Sybase ASE
サーバーログの場所を見つけます。

� Sybase ASE 12.0環境は、データサーバー、バックアップサーバー、モニターサー
バー、テキストサーバー、XPサーバーから構成されています。構成が必要なサー
バーは、データサーバーだけです。ほかのサーバーを構成するかどうかは任意で
す。

� interfacesファイルは、クラスタ全体で 1つしか存在できません。このファイ
ルは $SYBASEディレクトリに含まれています。ノードごとにファイルのコピーを
保持する場合は、ファイルの内容が同一でなければなりません。

Sybase ASEサーバーに接続するすべてのクライアントは、Sybase OpenClientラ
イブラリとユーティリティーを使って接続します。 Sybase ASEソフトウェアを構
成するときに、ネットワークリソースとさまざまなポートの情報を interfaces
ファイルに指定してください。クライアントは、この接続情報を使って Sybase
ASEサーバーに接続します。

次の手順に従って、Sybase ASEデータベース環境を作成します。

1. GUIベースのユーティリティ srvbuildを実行して Sybase ASEデータベースを
作成します。

このユーティリティは、$SYBASE/ASE_12-0/binディレクトリに含まれていま
す。詳細は、Sybase ASEの『Installing Sybase Adaptive Server Enterprise on Sun
Solaris 2.x (SPARC)』を参照してください。

2. データベースが正しくインストールされていることを確認するために、すべての
サーバーが正しく起動するか確認します。

ps(1)コマンドを実行してすべてのサーバーの動作を確認します。エラーがある場
合は、Sybase ASEサーバーのログに出力されます。

3. Sybase ASEシステム管理者アカウントのパスワードを設定します。

saログインパスワードの変更方法については、『Sybase Adaptive Server Enterprise
System Administration Guide』を参照してください。

4. 障害監視に使用する Sybase ASEアカウントを新しく作成します。

障害モニターは、このアカウントを使って次の作業を行うことができます。

� システムテーブルのクエリーをサポートする。
� ユーザーテーブルの作成や更新を行う。
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注 –この目的で saアカウントを使用することは避けてください。

次の例は、障害モニタリングを行なうために Sybase ASEアカウントを新規で作成
する方法を示します。

# isql -Usa -Psybase -Sasedb
1> use master
2> go
1> create database sc3xdb
2>go
1> sp_addlogin dbmon, dbmonp, sc3xdb
2> go
1> use sc3xdb
2> go
1> sp_changedbowner dbmon
2> go
1> sp_modifylogin dbmon, defdb, sc3xdb
2> go

1> exit

詳細は、32ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASE障害モニター」を参照して
ください。

5. 停止ファイルの saパスワードを更新します。

停止ファイルには saパスワードが格納されているため、適切なアクセス権でこの
ファイルを保護するとともに、このファイルを、システム管理者が選択するディレ
クトリに置く必要があります。停止ファイルの読み取り、書き込み、実行は、
sybaseユーザーだけからできるようにします。

停止ファイルについては、28ページの「重要なセキュリティの問題」を参照してく
ださい。

次に進む手順
Sybase ASEデータベース環境を作成したら、20ページの「Sun Cluster HA for Sybase
ASEパッケージのインストール」に進みます。
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Sun Cluster HA for Sybase ASEパッケー
ジのインストール
最初に Sun Clusterをインストールするときに、Sun Cluster HA for Sybase ASE
パッケージをインストールしなかった場合は、この手順でパッケージをインストール
してください。 Sun Cluster HA for Sybase ASEパッケージをインストールする各ク
ラスタノードで、この手順を実行します。この手順を実行するには、Sun Java
Enterprise System Accessory CD Volume 3が必要です。

複数のデータサービスを同時にインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」に記載されてい
る手順を実行してください。

Sun Cluster HA for Sybase ASEパッケージは、次のどちらかのインストールツールを
使用してインストールします。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティ

注 – Web Startプログラムは、Sun Cluster 3.1データサービス 10/03より前のリリー
スでは利用できません。

� Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA
for Sybase ASEパッケージをインストールする
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)のどちらでも実行できます。作業の内容と順序は、CLIで
も GUIでも同様です。Web Startプログラムの詳細は、installer(1M)のマニュア
ルページを参照してください。

1. Sun Cluster HA for Sybase ASEパッケージをインストールするクラスタノード
で、スーパーユーザーになります。

2. (省略可能) GUIを使用してWeb Startプログラムを実行する場合は、DISPLAY環
境変数を設定しておく必要があります。

3. Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を CD-ROMドライブに
ロードします。

ボリューム管理デーモンvold(1M)が実行され、CD-ROMデバイスを管理するよ
うに構成されている場合、CD-ROMは /cdrom/cdrom0ディレクトリに自動的に
マウントされます。
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4. CD-ROMの Sun Cluster HA for Sybase ASEコンポーネントディレクトリに移動
します。

Sun Cluster HA for Sybase ASEデータサービス用のWeb Startプログラムはこの
ディレクトリにあります。

# cd /cdrom/cdrom0/\

components/SunCluster_HA_Sybase_3.1

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトが表示されたなら、インストールのタイプを選択します。

� Cロケールだけをインストールする場合は、Typicalを選択します。
� その他のロケールをインストールする場合は、Customを選択します。

7. 表示される手順に従って、ノードに Sun Cluster HA for Sybase ASEパッケージ
をインストールします。

インストールが終了すると、Web Startプログラムはインストールサマリを提供し
ます。このサマリによって、インストール中にWeb Startプログラムが作成した
ログを表示できます。これらのログは、/var/sadm/install/logsディレクト
リにあります。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を CD-ROMドライブから
アンロードします。

a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上には存在しないディレクトリに
移動します。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

次に進む手順
23ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と構成の方法」に進みます。

� scinstallユーティリティを使用して Sun
Cluster HA for Sybase ASEパッケージをインス
トールする
1. Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を CD-ROMドライブに
ロードします。
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2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

注 – すべてのデータサービスの非対話型インストールを指定する scinstall の
-sオプションは使用しないでください。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3のパスを指定します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

次に進む手順
23ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と構成の方法」に進みます。

Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と
構成
この節の手順に従い、Sun Cluster HA for Sybase ASEデータサービスの登録と構成を
行ないます。 Sun Cluster HA for Sybase ASEをフェイルオーバーデータサービスと
して登録し、構成します。
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� Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と構成の方
法
この手順では、scrgadm(1M)コマンドを使用し、Sun Cluster HA for Sybase ASEを
登録し、構成する方法について解説します。

この手順には、SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを作成する方法も含まれま
す。このリソースタイプは、HAStorageと Sun Cluster HA for Sybase ASE間でアク
ションの同期をとって、高可用性ローカルファイルシステムを使用できるようにしま
す。 Sun Cluster HA for Sybase ASEではディスクに負荷がかかるため、
SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを構成する必要があります。

SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの詳細について
は、SUNW.HAStoragePlus(1)のマニュアルページおよび『Sun Clusterデータサービ
スの計画と管理 (Solaris OS版)』の「リソースグループとディスクデバイスグループ
の関係」を参照してください。

注 –データサービスはここで説明するオプション以外のオプションを使用して登録と
構成を行えます。これらのオプションについては、『Sun Clusterデータサービスの計
画と管理 (Solaris OS版)』の「データサービスリソース管理用ツール」を参照してく
ださい。

この手順を実行するには、次の情報を確認しておく必要があります。

� データサービスをマスターするクラスタノードの名前。

� クライアントがデータサービスにアクセスするために使用するネットワークリソー
ス。通常は、IPアドレスは、クラスタをインストールするときに構成します。
Sun Cluster環境の計画と、Solarisオペレーティング環境のインストール方法に関
する詳細については、『 Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)
』を参照してください。

� Sybase ASEアプリケーションがインストールされたパス。

注 –次の手順は、クラスタの 1つのメンバーだけで行ってください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. scrgadmコマンドを実行し、Sun Cluster HA for Sybase ASEのリソースタイプ
を登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.sybase

-a データサービスのリソースタイプを追加します。

Sun Cluster HA for Sybase ASEのインストールと構成 23



-t SUNW.sybase 当該データサービス用にあらかじめ定義されているリソース
タイプを指定します。

3. SUNW.HAStoragePlusリソースタイプをクラスタに登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

4. タイプ SUNW.HAStoragePlusのリソース sybase-hastp-rsを作成します。

# scrgadm -a -j sybase-hastp-rs -g sybase-rg -t SUNW.HAStoragePlus \
-x GlobalDevicePaths=sybase-device-group1,/dev/global/dsk/dl \
-x FilesystemMountPoints=/global/sybase-inst \
-x AffinityOn=TRUE

注 –フェイルオーバーを行うためには、AffinityOnが TRUEに設定され、ローカル
ファイルシステムが広域ディスクグループ上に存在する必要があります。

5. scrgadmコマンドを実行して、次の作業を完了し、リソースグループ sybase-rg
をクラスタノード上でオンラインにします。

� リソースグループを管理状態にします。
� リソースグループのオンライン化

このノードは、デバイスグループ sybase-set1および rawデバイス
/dev/global/dsk/d1のプライマリになります。ファイルシステムに関連する
デバイスグループ (/global/sybase-instなど)もこのノード上でプライマリに
なります。

# scrgadm -Z -g sybase-rg

6. Sybase ASEアプリケーションリソースをフェイルオーバーリソースグループに作
成します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group \
-t SUNW.sybase \
-x Environment_File=environment-file-path \
-x Adaptive_Server_Name=adaptive-server-name \
-x Backup_Server_Name=backup-server-name \
-x Text_Server_Name=text-server-name \
-x Monitor_Server_Name=monitor-server-name \
-x Adaptive_Server_Log_File=log-file-path \
-x Stop_File=stop-file-path \
-x Connect_string=user/passwd
-y resource_dependencies=storageplus-resource

-j resource
追加するリソース名を指定します。

-g resource-group
リソースグループ名を指定します。RGMはここにリソースを入れます。

24 Sun Cluster Data Service for Sybase ASEガイド (Solaris OS版) • 2004年 4月, Revision A



-t SUNW.sybase
追加するリソースタイプを指定します。

-x Environment_File=environment-file
環境ファイルの名前を設定します。

-x Adaptive_Server_Name= adaptive-server-name
適応サーバーの名前を設定します。

-x Backup_Server_Name= backup-server-name
バックアップサーバーの名前を設定します。

-x Text_Server_Name=text-server-name
テキストサーバーの名前を設定します。

-x Monitor_Server_Name= monitor-server-name
監視サーバーの名前を設定します。

-x Adaptive_Server_Log_File= log-file-path
アダプティブサーバーのログファイルへのパスを設定します。

-x Stop_File=stop-file-path
停止ファイルへのパスを設定します。

-x Connect_string=user/passwd
障害モニターがデータベースに接続するときに使用するユーザー名とパスワー
ドを指定します。

デフォルト値を持つ拡張プロパティを指定する必要はありません。詳細は、28
ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プロパティの構成」を参照してく
ださい。

7. リソースと障害の監視を有効にします。

注 – Sybaseサーバーが起動すると、Sybaseがログをコンソールに印刷します。こ
れらのメッセージをコンソールに印刷したくない場合は、適切な RUNファイルを
更新し、これらのメッセージを別のファイルにリダイレクトします。

# scswitch -Z -g resource-group

次に進む手順
Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と構成を終了すると、26ページの「Sun Cluster
HA for Sybase ASEのインストールを確認する」に進みます。

Sun Cluster HA for Sybase ASEのインストールと構成 25



Sun Cluster HA for Sybase ASEのインス
トールの確認
次の確認テストを実行し、Sun Cluster HA for Sybase ASEのインストールと構成が正
しく行われているかを確認してください。

これらの確認検査では、Sun Cluster HA for Sybase ASEが動作するすべてのノードで
Sybase ASEデータサーバーを起動できるかどうかと、この構成のほかのノードから
Sybase ASEデータサーバーにアクセスできるかを確認します。これらの検査を実行
して、Sun Cluster HA for Sybase ASEから Sybase ASEソフトウェアを起動する際に
起こる問題を特定してください。

� Sun Cluster HA for Sybase ASEのインストールを
確認する
1. Sybase ASEリソースグループをマスターしているノードにログインします。

2. Sybase ASE環境変数を設定します。

この環境変数は、Environment_file拡張プロパティで指定する変数のことで
す。これらの環境変数を設定する方法について詳しくは、表 2を参照してくださ
い。

3. Sun Cluster HA for Sybase ASEリソースがオンラインであることを確認します。

# scstat -g

4. Sybase ASEログを調べて、エラーがある場合は、その原因を判別します。

5. データサーバーに接続できることを確認してから、次のテストコマンドを実行しま
す。

# isql -S adaptive-server -U sa -P password

isql> sp_help
isql> go
isql> quit

6. Sybase ASEデータサービスのプロセスを終了させます。

Sun Clusterソフトウェアがこのプロセスを再起動します。

7. Sybase ASEリソースを持つリソースグループを別のクラスタメンバーに切り替え
ます。

# scswitch -z -g resource-group -h node

8. この時点でそのリソースグループを持つノードにログインします。
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9. 手順 3から手順 5までを繰り返します。

注 – Sybase ASEクライアントの接続は、Sun Cluster HA for Sybase ASEのス
イッチオーバーが起こると無効になります。つまり、スイッチオーバーが起こる
と、Sybase ASEへのクライアント接続は停止されます。したがって、クライアン
トは接続を再確立する必要があります。スイッチオーバー後の Sun Cluster HA
for Sybase ASEの回復時間は、Sybase ASEトランザクションログの再生にどのく
らいの時間が必要かによって異なります。

Sun Cluster HA for Sybase ASEログファイルの保
管場所
Sun Cluster HA for Sybase ASEデータベースサービスの各インスタンスは、
/opt/SUNWscsyb/logディレクトリにログファイルを維持します。

これらのファイルには、Sun Cluster HA for Sybase ASEデータサービスが実行するア
クションについての情報が保存されます。構成のトラブルシューティングを行うため
に診断情報が必要な場合、または Sun Cluster HA for Sybase ASEデータサービスの
動作をモニターする場合には、これらのファイルを参照してください。

27ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEのロギングでの問題」も参照してくだ
さい。

Sun Cluster HA for Sybase ASEのロギン
グおよびセキュリティ問題の理解
この節では、Sun Cluster HA for Sybase ASEのロギングとセキュリティの問題につい
て説明します。

Sun Cluster HA for Sybase ASEのロギングでの問
題
Sun Cluster HA for Sybase ASEは、メッセージを /opt/SUNWscsyb/logディレク
トリの message_logファイルに記録します。このファイルの最大サイズは 512Kバ
イトですが、Sun Cluster HA for Sybase ASEは、古いログファイルを削除しません。
したがって、ログオンファイルの数が多数になることがあります。
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Sun Cluster HA for Sybase ASEは、すべてのエラーメッセージを syslogファイルに
記録します。さらに、Sun Cluster HA for Sybase ASEは、障害モニターの履歴を
logディレクトリの restart_historyファイルに書き込みます。これらのファイ
ルの数もまた多数に上ることがあります。

定期的なファイル整理の一貫として次のログファイルを検査し、必要がなければ削除
してください。

� syslog
� message_log
� restart_history

重要なセキュリティの問題
Sun Cluster HA for Sybase ASEでは、システム管理者のパスワードが停止ファイルに
組み込まれていなければなりません。 /opt/SUNWscsyb/binディレクトリには、停
止ファイルのテンプレート sybase_stop_serversが含まれています。 Sun Cluster
HA for Sybase ASEは、このファイルを使って Sybase ASE環境にログインしたり、
Sybase ASEサーバーを停止します。したがって、停止ファイルを実行できるように
sybaseユーザーを設定してください。ただし、一般ユーザーからのこのファイルへの
アクセスは防止する必要があります。読み取り、書き込み、実行の特権を次のユー
ザーだけに与えます。

� sybaseユーザー
� sybaseグループ

Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プロ
パティの構成
ここでは、Sun Cluster HA for Sybase ASEの拡張プロパティの構成方法について説明
します。通常、拡張プロパティは、Sybase ASEリソースを作成するときに、コマン
ド行から scrgadm -x parameter=value を実行して構成します。 『 Sun Cluster データ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「データサービスリソースの管理」で説明
されている手順を使用して、これらのプロパティをあとで構成することもできます。

Sun Clusterのすべての拡張プロパティに関する詳細については、r_properties(5)
および rg_properties(5)のマニュアルページを参照してください。

表 2に、Sybase ASEサーバーリソース用に設定可能な拡張プロパティを示します。
拡張プロパティの中には動的に変更できるものがあります。それ以外の拡張プロパ
ティは、リソースを作成するか無効にするときにしか更新できません。そのプロパ
ティをいつ変更できるかについては、説明欄の「調整 :」を参照してください。
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表 2 Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Environment_File すべての Sybase ASE環境変数が格納されてい
るファイル。 Sun Cluster HA for Sybase ASE
では、SYBASE、 SYBASE_ASE および
SYBASE_OCS変数を定義する必要がありま
す。定義したその他の変数は、Sybaseサー
バーに環境変数として渡されます。

各環境変数の定義は、次の形式に従う必要が
あります。

VARIABLE_NAME=VARIABLE_VALUE

さらに、これらの環境変数は、それぞれ
Environment_Fileで 1行に 1つずつ指定
する必要があります。

通常、ユーザーは Sybaseのインストールに
よって作成された SYBASE.sh環境ファイル
を使用します。

注 –このプロパティの値は、 sybaseユーザー
が使用するシェルには依存しません。つま
り、sybaseユーザーはデフォルトシェルとし
て cshを使用できます。

デフォルト:なし

範囲: Minimum=1

調整:無効時

Adaptive_Server_Name データサーバー名。 Sun Cluster HA for
Sybase ASEは、このプロパティを使って、
$SYBASE/$ASE/installディレクトリから
RUNサーバーの場所を見つけます。

デフォルト:なし

範囲: Minimum= 1

調整:無効時
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表 2 Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Backup_Server_Name バックアップサーバー名。 Sun Cluster HA
for Sybase ASEは、このプロパティを
使って、$SYBASE/$ASE/installディレク
トリから RUNサーバーの場所を見つけます。
このプロパティが設定されていないと、Sun
Cluster HA for Sybase ASEはこのサーバーを
管理しません。

デフォルト: Null

範囲:なし

調整:無効時

Monitor_Server_Name モニターサーバー名。 Sun Cluster HA for
Sybase ASEは、このプロパティを使って、
$SYBASE/$ASE/installディレクトリから
RUNサーバーの場所を見つけます。このプロ
パティが設定されていないと、Sun Cluster
HA for Sybase ASEはこのサーバーを管理しま
せん。

デフォルト: Null

範囲:なし

調整:無効時

Text_Server_Name テキストサーバー名。 Sun Cluster HA for
Sybase ASEデータサービスは、このプロパ
ティを使って、$SYBASE/$ASE/install
ディレクトリから RUNサーバーの場所を見つ
けます。このプロパティが設定されていない
と、Sun Cluster HA for Sybase ASEデータ
サービスはこのサーバーを管理しません。

デフォルト: Null

範囲:なし

調整:無効時

Adaptive_Server_Log_ File アダプティブサーバーのログファイルへのパ
ス。 Sun Cluster HA for Sybase ASEは、この
プロパティを絶えず読み取り、エラーを監視
します。

デフォルト:なし

範囲: Minimum=1

Tunable:無効時
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表 2 Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Stop_File Sun Cluster HA for Sybase ASEは、サーバー
の stoppagesの間にこのプロパティを使用
します。このプロパティには、saパスワード
が含まれています。このプロパティを一般
ユーザーのアクセスから保護してください。

デフォルト:なし

範囲: Minimum=1

調整:無効時

Probe_timeout 障害モニター検証で使用するタイムアウト
値。

デフォルト: 30秒

範囲:1 – 99999秒

調整:任意の時点

Debug_level Sun Cluster HA for Sybase ASEログへの書き
込みのデバッグレベル

デフォルト: 0

範囲: 0 – 15

調整:任意の時点

Connect_string user/password形式の文字列。 Sun Cluster HA
for Sybase ASEはこのプロパティを使用し、
データベースを検証します。

デフォルト:なし

範囲: Minimum=1

調整:無効時

Connect_cycle Sun Cluster HA for Sybase ASEが新しい接続
を確立する前に行われる障害モニター検証サ
イクルの回数。

デフォルト: 5

範囲: 1 – 100

調整:任意の時点
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表 2 Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Wait_for_online STARTメソッドが、自身が終了する前に、
データベースがオンラインになるのを待つか
どうか。

デフォルト: FALSE

範囲: TRUE – FALSE

調整:任意の時点

Sun Cluster HA for Sybase ASE障害モニ
ター
Sun Cluster HA for Sybase ASE障害モニターは、Sybase ASEサーバーの状態を調べ
てサーバーが正常かどうかを判定します。

注 – Sun Cluster HA for Sybase ASE障害モニターは、アダプティブサーバーだけを監
視します。この障害モニターは、補助サーバーは監視しません。

障害モニターは、次のプロセスから構成されています。

� 主障害モニタープロセス
� データベース-クライアント障害検証

次の各項では、Sun Cluster HA for Sybase ASEの障害モニタープロセスと、障害モニ
ターが使用する拡張プロパティについて説明します。

主障害モニタープロセス
障害モニタープロセスでは、エラーを診断し、統計情報を検査します。障害モニター
は、次の条件が満たされたときに、操作が正常であったとみなします。

� データベースがオンラインである。
� 活動検査でエラーが返されない。
� テストトランザクションでエラーが返されない。

操作が失敗に終わると、主プロセスは、アクションテーブルを検査してとるべきアク
ションを特定し、あらかじめ決められたアクションをとります。操作が失敗に終
わった場合、主プロセスは、次のアクションをとることができます。これらのアク
ションでは、外部プログラムがバックグラウンドの別プロセスとして実行されます。
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1. 現在のノードでリソースを再起動します。

2. 現在のノードでリソースグループを再起動します。

3. リソースグループのノードリストに存在する次のノードにリソースグループを
フェイルオーバーします。

さらに、サーバーの障害モニターは Adaptive_Server_Logファイルをスキャン
し、エラーが見つかれば、それを訂正するアクションをとります。

データベース-クライアント障害検証
データベース-クライアント障害検証では、活動検査とテストトランザクションを実行
します。拡張プロパティ Connect_stringでは、すべてのデータベース操作を行う
アカウントを指定します。拡張プロパティ Probe_timeoutでは、タイムアウト値
を設定します。障害機構は、この値を使って、正常なデータベース検証の間に経過し
た時間を計算します。

拡張プロパティ
障害モニターでは、次の拡張プロパティを使用します。

� Thorough_probe_interval
� Retry_count
� Retry_interval
� Probe_timeout
� Connect_string
� Connect_cycle
� Adaptive_Server_Log

これらの拡張プロパティについては、28ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASE
拡張プロパティの構成」を参照してください。
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